
 

10  

平
成
五
年
三
月
二
十
五
日
提
出 

質

問

第

一

〇

号 

    
吹
田
操
車
場
跡
地
利
用
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

提 

出 

者 
 

菅 

野 

悦 

子 

 

一 

 



 

一
九
九
二
年
十
一
月
三
十
日
に
提
出
さ
れ
た
中
央
公
害
対
策
審
議
会
の
答
申
で
も
、
生
活
環
境
対
策
の
重
要
な 

 

問
題
と
し
て
自
動
車
騒
音
規
制
や
排
気
ガ
ス
等
に
よ
る
大
気
汚
染
防
止
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ 

 
 

ル
の
排
気
微
粒
子
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
が
喘
息
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
先
頃
の
国
立
環
境
研
究
所
の 

 

研
究
結
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。 

平
成
三
年
度
の
吹
田
市
の
公
害
白
書
に
よ
れ
ば
、
大
気
汚
染
・
道
路
交
通
騒
音
公
害
は
年
々
悪
化
の
一
途
を
た 

 
 

ど
り
、
二
酸
化
窒
素
は
国
基
準
を
超
え
、
地
域
住
民
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
っ
て
い
る
。
地
域
住 

 
 

民
に
と
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
梅
田
貨
物
の
吹
田
操
車
場
跡
地
へ
の
移
転
問
題
は
、
環
境
保
全
及
び
健
康
維
持
に
係
わ
る
、 

 
 

ま
さ
に
死
活
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 
以
下
質
問
す
る
。 

吹
田
操
車
場
跡
地
利
用
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

一 
吹
田
市
に
お
け
る
大
気
汚
染
等
環
境
調
査
の
一
般
測
定
局
で
あ
る
豊
津
観
測
所
で
は
、
二
酸
化
窒
素
の
測
定 

 

値
は
〇
・
〇
六
一
Ｐ
Ｐ
Ｍ
と
国
の
基
準
を
二
年
連
続
し
て
超
え
て
い
る
。
吹
田
市
の
窒
素
酸
化
物
対
策
に
係
わ 

 
 

る
当
面
の
指
針
で
は
〇
・
〇
四
Ｐ
Ｐ
Ｍ
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
観
測
地
点
で
も
基
準
に
は
程
遠 

 

く
、
増
え
続
け
る
車
両
の
た
め
環
境
悪
化
は
深
刻
化
す
る
ば
か
り
で
、
有
効
な
対
応
策
も
定
ま
ら
な
い
実
情
で 

 
 

あ
る
。 

二 

吹
田
市
が
実
施
し
た
小
学
校
児
童
の
疾
病
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
二
年
度
の
在
籍
者
二
七
、
三
四
八
名
中
、 

 
 

ア
レ
ル
ギ
ー
鼻
炎
の
児
童
数
は
二
、
二
五
六
名
で
全
体
の
八
・
二
％
。
ま
た
喘
息
児
童
数
は
七
二
五
名
二
・ 

 
 

 

七
％
。
一
〇
人
に
一
人
は
呼
吸
器
疾
患
を
も
つ
状
況
で
あ
る
。
呼
吸
器
障
害
を
も
つ
児
童
数
が
、
大
気
汚
染
の 

 
 

悪
化
に
比
例
し
て
年
々
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
「
児
童
の
健
康
に
生
き
る
権
利
」
を
守
る
た
め
に
国
や
自
治
体 

 

中
核
都
市
部
の
こ
う
し
た
大
気
汚
染
等
の
深
刻
な
実
態
を
掌
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に 

 
 

解
決
策
を
具
体
的
に
講
ず
る
見
通
し
が
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

四 

吹
田
操
車
場
跡
地
へ
の
梅
田
貨
物
移
転
に
伴
う
増
車
は
お
よ
そ
ど
の
程
度
と
推
計
し
て
い
る
の
か
。 

三 

特
に
大
阪
府
道
十
三
高
槻
線
の
吹
東
町
の
三
十
五
地
点
、
及
び
大
阪
・
京
都
・
高
槻
線
の
岸
部
地
域
三
地
点 

 
 

は
、
何
れ
の
調
査
時
間
帯
で
あ
れ
一
度
と
し
て
基
準
値
内
で
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
以
上
の
大
気
汚
染
、 

 
 

環
境
汚
染
は
何
と
し
て
も
防
が
な
け
れ
ば
生
存
に
係
わ
る
と
い
う
の
が
、
地
域
住
民
の
認
識
で
あ
る
。
環
境
庁 

 
 

が
定
め
た
環
境
基
準
さ
え
達
成
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
て
、
な
お
「
吹
田
操
車
場
跡
地
に
Ｊ
Ｒ
梅
田
貨
物
を
移 

 
 

転
す
る
」
と
の
計
画
は
、
地
域
住
民
の
健
康
対
策
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
結
果
な
さ
れ
た
も
の
か
、
明
ら
か 

 
 

に
さ
れ
た
い
。 

が
あ
げ
て
環
境
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
将
来
に
わ
た
っ
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
と
な
る
こ
と
が 

 

懸
念
さ
れ
る
。
大
都
市
部
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
及
び
呼
吸
器
疾
患
の
罹
病
実
態
の
数
的 

 
 

変
化
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
因
果
関
係
究
明
の
現
段
階
に
お
け
る
科
学
的
知
見
及
び
児
童
・ 

 
 

生
徒
に
関
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
・
呼
吸
器
疾
患
対
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

五 
ま
た
増
車
に
伴
う
大
気
汚
染
に
係
わ
る
環
境
基
準
、
二
酸
化
窒
素
に
係
わ
る
環
境
基
準
は
ど
の
よ
う
に
変
化 

 

す
る
と
推
計
さ
れ
る
か
。 

六 

八
九
年
五
月
大
阪
府
、
吹
田
市
、
摂
津
市
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
清
算
事
業
団
も
参
加
し
た
「
国
鉄
吹 

 
 

田
操
車
場
跡
地
問
題
連
絡
会
」
に
お
い
て
、
関
係
地
元
市
か
ら
出
さ
れ
た
「
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
の
申
入 

 
 

れ
」
に
つ
い
て
、
今
日
な
お
、
回
答
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。
ま
た
、
九
〇
年
八
月
、
運
輸
省
に
陳 

 
 

 
 

情
の
際
「
交
通
問
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
指
導
す
る
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な 

 

調
査
を
さ
れ
た
の
か
。
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

七 

国
鉄
改
革
に
当
た
っ
て
、
吹
田
操
車
場
跡
地
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
四
六
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
Ｊ
Ｒ
貨
物 

 
 

が
、
二
六
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
、
ま
た
一
三
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
清
算
事
業
団
が
引
き
継
い
で 

 
 

 

い
る
。
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
の
資
産
は
、
貨
物
鉄
道
事
業
を
適
切
か
つ
円
滑
に
運
営
す
る
上
で
必
要
最
小
限
の
事 

 
 

業
用
資
産
」
と
し
て
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
承
継
さ
れ
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
も
な
お
長
期
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
た
ま
ま 

 
 

六 

 



 

九 

八
五
年
五
月
十
七
日
の
新
聞
紙
上
で
、
関
西
財
界
な
ど
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
梅
田
貨
物
駅
廃
止
後
の
跡
地 

 

利
用
計
画
「
ザ
・
メ
デ
ィ
ア
シ
テ
ィ
・
オ
オ
サ
カ
」
構
想
な
る
も
の
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
八
六
年
に
は
関 

 
 

西
の
主
要
大
企
業
六
十
四
社
で
構
成
し
て
い
る
「
メ
デ
ィ
ア
シ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
よ
る
跡
地
再
開
発
の
た
め 

 

八 

梅
田
貨
物
駅
の
廃
止
は
い
つ
決
定
さ
れ
、
い
つ
公
表
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
廃
止
の 

 
 

決
定
が
行
わ
れ
た
の
か
。
大
阪
府
、
大
阪
市
、
吹
田
市
、
摂
津
市
に
対
し
て
梅
田
貨
物
廃
止
、
吹
田
操
車
場
跡 

 
 

 

へ
の
移
転
に
つ
い
て
最
初
の
打
診
ま
た
は
報
告
・
説
明
を
行
っ
た
の
は
い
つ
か
。
現
に
鉄
道
事
業
用
地
と
し
て 

 
 

機
能
し
て
い
た
国
鉄
資
産
を
清
算
事
業
団
用
地
と
し
た
と
こ
ろ
が
他
に
あ
る
か
。
な
ぜ
機
能
し
て
い
た
国
鉄
用 

 

地
を
清
算
事
業
団
用
地
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

に
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。
跡
地
が
三
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
極
め
て
具
体
的
な
構
想
の
下
に
承
継 

 

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
適
切
か
つ
円
滑
に
運
営
」
す
る
と
い
う
点
で
、
当
初
ど
の
よ
う
な
運
用
見
通
し
を 

 
 

 

も
っ
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

十
一 

九
三
年
一
月
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
総
務
庁
の
「
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業 

 

十 

市
民
生
活
や
街
づ
く
り
に
も
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
重
大
な
問
題
に
も
係
わ
ら
ず
、
関
係
自
治
体
や
地
域
住
民 

 

へ
の
誠
意
あ
る
説
明
も
な
く
「
先
に
財
界
の
開
発
計
画
あ
り
き
」
で
は
、
関
係
自
治
体
や
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ 

 

な
い
の
も
当
然
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民
無
視
と
も
い
う
べ
き
、
そ
も
そ
も
の
開
発
計
画
に
大
き
な 

 
 

問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
同
時
に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
今
日
、
企
業
に
お
け
る
投
資
・
開
発
意
欲
も
消 

 
 

失
傾
向
に
あ
り
、
自
治
体
の
財
政
事
情
も
悪
化
し
て
い
る
。
当
初
の
開
発
計
画
自
体
の
再
検
討
を
行
い
、
地
域 

 
 

住
民
に
歓
迎
さ
れ
る
街
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

の
計
画
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
清
算
事
業
団
等
関
係
者
と
の
協
議
も
な
し
に
こ
う
し
た
企
画
が
一
方
的 

 

に
計
画
・
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
常
識
的
に
は
有
り
得
な
い
。
梅
田
貨
物
駅
廃
止
に
よ
る
財
界
要
請
に
応
え
た
開 

 
 

発
構
想
が
先
に
あ
っ
て
、
移
転
の
必
要
性
が
後
に
生
じ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
い
の
か
。
事
実
関
係
を
明 

 
 

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

十
二 

ま
た
、
九
一
年
八
月
九
日
、
国
土
庁
、
運
輸
省
、
建
設
省
が
梅
田
貨
物
駅
な
ど
の
旧
国
鉄
用
地
を
中
心
と 

 
 

 

し
た
Ｊ
Ｒ
大
阪
北
地
区
の
再
開
発
の
在
り
方
に
関
す
る
「
大
阪
駅
北
地
区
総
合
整
備
計
画
」
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

他
方
、
総
務
庁
の
同
行
政
監
察
報
告
は
、
「
梅
田
は
平
成
元
年
か
ら
基
盤
整
備
を
開
始
、
平
成
七
年
に
は
竣
工 

 
 

 

の
見
通
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
川
大
阪
府
知
事
が
「
梅
田
貨
物
の
機
能
が
円
満
に
移
転
し
た
後
の
跡 

 
 

地
利
用
構
想
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
貨
物
機
能
の
解
決
が
先
決
」
（
九
一
年
九
月
九
日
読
売
）
と
述
べ
て
い
る 

 
 

 

と
お
り
、
移
転
計
画
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。 

団
に
対
す
る
監
督
行
政
監
察
」
に
よ
れ
ば
、
「
梅
田
駅
に
つ
い
て
は
当
該
用
地
の
開
発
の
基
本
的
な
方
向
を
示
す 

 

土
地
利
用
計
画
の
策
定
も
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
」
を
指
摘
し
、
「
処
分
が
平
成
九
年
度
以
降
に
ず
れ
込
む
こ
と 

 

が
懸
念
さ
れ
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
適
切
か
つ
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
」
は
ず
の
「
必
要
最
小
限
の 

 
 

事
業
用
資
産
」
予
定
地
が
、
未
だ
に
利
用
計
画
の
策
定
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。 

大
阪
駅
北
地
区
再
開
発
構
想
の
今
後
の
施
工
見
通
し
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

十
三 
九
一
年
十
二
月
二
十
日
付
け
で
、
摂
津
市
議
会
は
①
梅
田
貨
物
駅
の
吹
田
操
車
場
跡
地
へ
の
移
転
計
画
の 

 

検
討
見
直
し
②
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
地
元
市
及
び
住
民
の
意
向
を
十
分
聞
い
た
上
で
行
う
よ
う
強
く
要
望
し 

 

て
い
る
。
吹
田
市
議
会
も
同
年
三
月
二
十
六
日
、
全
く
同
様
の
決
議
を
し
た
上
で
③
市
内
に
点
在
す
る
十
三
カ 

 
 

所
の
処
分
予
定
地
に
つ
い
て
も
周
辺
住
民
が
求
め
て
い
る
公
園
な
ど
の
必
要
な
公
共
施
設
用
地
と
す
る
よ
う
求 

 

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
元
自
治
体
の
要
望
を
見
て
も
、
大
企
業
の
要
望
に
応
え
た
開
発
計
画
優
先
に
よ
る
債 

 
 

務
処
理
方
針
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

吹
田
操
車
場
が
建
設
さ
れ
る
お
り
、
吹
田
市
岸
部
地
区
住
民
は
国
策
と
し
て
の
国
鉄
貨
物
の
発
展
の
た
め
、 

 
 

涙
を
の
ん
で
良
田
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
四
年
八
月
の
廃
止
決
定
の
際
に
は
岸
部
地
区
自
治
会
は
吹
田 

 

市
に
対
し
、
「
広
大
な
操
車
場
の
た
め
良
田
が
な
く
な
り
、
岸
部
地
区
は
南
北
に
分
断
さ
れ
、
以
来
、
交
通
、 

 
 

 
 

水
路
、
通
学
、
生
活
等
の
全
般
に
わ
た
り
悪
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
ま
で
耐
え
て
き
た
。
」
こ
と
、 

 
 

 

ま
た
、
廃
止
を
機
会
に
「
す
ば
ら
し
い
環
境
の
す
ぐ
れ
た
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
を
望
む
要
望
書
を
提 

 

一
〇 

 



 

 

一
一 

出
し
て
い
る
。
膠
着
状
態
を
引
き
延
ば
し
て
も
地
元
住
民
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

土
地
利
用
計
画
も
、
生
産
・
企
業
優
先
か
ら
、
個
人
・
住
民
生
活
優
先
に
再
編
成
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る 

 
 

「
生
活
大
国
五
カ
年
計
画
」
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
清
算
事
業
団
の
提
示
す
る
吹
田
操
車
場
跡
地
へ
の
移
転
計 

 

画
を
白
紙
撤
回
し
、
関
係
地
元
市
等
の
要
望
を
十
分
に
聞
き
合
意
形
成
に
最
大
の
努
力
を
図
る
べ
き
と
思
う
が 

 

ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


